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令和 8 年３月１日（日）、雲ひとつない青空の下で、 
「地域を支えるキックオフ！～ヴィアティン三重××赤い
羽根共同募金　サッカー教室～」を開催しました ! ！

ヴィアティン三重のコーチによるサッカー教室で元気
いっぱい体を動かしたあと、○×クイズで「赤い羽根共
同募金」について親子で楽しく学びました。

最後に選手に向けた応援メッセー
ジをみんなで作成して届け、" じぶ
んの町を良くするしくみ。" として、
若い世代にも理解がひろがるよう取
り組みをすすめていきます。
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事 業 紹 介

「新学期応援イベント～春休みのちょっとゆっくりSPACE～」を開催しました

児童発達支援センター　らいむの丘

3 月 30 日（月）・31 日（火）の 2 日間、総合福祉会館にて、
子どもの居場所づくりを目的とした「新学期応援イベント～
春休みのちょっとゆっくり SPACE ～」を開催しました。

開催にあたっては、桑名こども食堂ネットワークの皆さん
にご協力いただきました。

当日は、ボランティアの皆さんが心を込めて作ったカレー
ライスや豚汁、炊き込みご飯のおにぎりを提供したほか、遊
び場ではアイロンビーズやボードゲーム、大画面でのゲーム
など、子どもたちが思い思いに楽しめる時間が広がりました。

会場は、春休みのひとときを満喫するたくさんの子どもた
ちの笑顔と熱気に包まれました。

新学期を前に、不安や落ち着かない気持ちを抱えやすい時期でもありますが、このイベント
が子どもたちにとって少しでも楽しい思い出となっていれば幸いです。

また、本イベントにはヤマモリ株式会社様、株式会社三菱 UFJ 銀行様よりご協力を賜りま
した。地域の皆さまの温かいご支援に、改めて心強さを感じています。今後も、子どもたちの
安心できる居場所づくりに取り組んでまいります。

児童発達支援センターらいむの丘は、地域における「発達支援（療育）の拠点」として、障がいや、発達に特
性のある子どもが、日常のスキルを学んだり、集団生活に慣れたりするための支援を行う施設です。

様々な専門資格を持つ職員が、４つの福祉サービス事業を展開しています。また、地域障害児支援体制中核拠
点として、桑名市を中心に、隣接・近隣市町と連携し、療育体制や関係機関の職員のスキルアップも支援してい
ます。

乳幼児期は心と身体の発達の基礎を作る時です。わたし
たちは子どもの育ちを支援し、保護者の方に寄り添います。

『この地域で生き生きと暮らしていけるように』サポートす
る療育に取り組みます。

【問い合わせ】
桑名市星川 2239-1　桑名福祉ヴィレッジ内
☎ 41-3827
　 jihatu@kuwana-shakyo.com

この事業は、赤い羽根共同募金の配分金を活用し、実施しております

◆事業：
　児童発達支援（0 歳～就学前）
　放課後等デイサービス（就学～ 18 歳未満）
　保育所等訪問支援
　居宅訪問型児童発達支援
◆開所日：月～金※土日祝日、年末年始休み

わたしたちが大切にしていることは

特性に応じた
専門的な療育

ご家庭
地域との連携

育つ力



10/1 ～ 12/31 までの間、自治会・企業・学校・団体など多くの皆さまにご協力
いただき、誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金は、昭和 22 年に市民が主体の民間運動として始まりました。当
初は、戦後復興の一助として被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後は地域
福祉の推進のために今日まで活用されてきました。誰もが住み慣れた地域で安心して
暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援
する「じぶんの町を良くするしくみ。」として、全国で取り組まれています。

●宅老所の運営支援
●ひとり暮らし高齢者のつどいの開催
●配食サービスの実施

●「大型遊具であそぼ！」の開催
●「おもちゃ病院くわな」の活動支援
●子どもの居場所づくり
●こども食堂ネットワークの活動支援
●「スポーツ×共同募金」イベントの開催

●地区社会福祉協議会の活動支援及び助成
●地域福祉活動推進助成事業
●「くわな社協だより」の発行
●桑名市社会福祉大会の開催
●多度すこやかフェスタの開催
●長島地区で福祉合同クリスマ
ス会の開催
●長島地区で地域助け合い推進
事業の実施
●多度地区で地域助け合い推進
事業の実施
●らいむの丘で多世代交流事業
の実施

●「ほのぼのルーム」の開催
●障害者団体連絡協議会に助成
●身体障害者福祉協会に助成

●ボランティアセンターの運営
●ボランティア養成講座の開催
●ボランティア連絡協議会の活動支援
●災害ボランティアセンターの運営

高齢者のために� 1,270千円

地域福祉のために� 8,460千円

障がい児・者のために� 410千円

ボランティアのために� 2,940千円

令和7年度赤い羽根共同募金運動　結果報告とその使いみち

子どもや子育てのために�1,650千円

令和7年度（8年度充当）配分額合計　14,730千円（千円未満切捨）

令和8年度事業（使いみち）令和7年度募金総額及び内訳
戸別募金� 16,129,039 円
法人および大口募金� 1,274,350 円
街頭募金� 109,581 円
学校募金� 120,276 円
職域・その他募金� 293,616 円

合計� 17,926,862 円



お 知らせ

桑名ボ連協まつり

ポップコーンメーカーを貸し出しています！

夏休み期間中に学習室として開放します

◆日時：6 月 13 日（土）10：00 ～ 14：00
◆場所：桑名市総合福祉会館（桑名市常盤町 51）
◆内容：バザー、手作り小物品販売、飲食ブースなど
▷バザー用品募集！～ご協力お願いします～ 

新学期応援イベントでも大好評だったポップコーンメーカーを、団体向けに貸し出してい
ます。子ども向け行事や地域交流の場づくりなど、さまざまな活動にぜひご活用ください。

ポップコーンメーカーは桑名市総合福祉会館内で保管しています。現物の確認や利用方法
についてのご相談もお気軽にお問い合わせください。

◆開放期間：7 月 18 日（土）～ 8 月 31 日（月）
※毎週月曜日・祝日は休館日です。
※�会場の使用状況により開放しない日があります。 
詳しくはホームページ（右のQRコード）をご確認ください。

◆場所：ヴィレッジセンター 2 階会議室（桑名市星川 2239-1）
◆対象：市内在住の小・中・高生

◆受付用品：食料品、日用品、雑貨、食器、陶器類、装飾品、着物、鞄類、手作り小物※未使用のものに限る
◆受付場所：桑名市総合福祉会館（桑名市常盤町 51）
◆受付期間：6 月 1 日（月）～ 6 月 11 日（木）午後 5 時まで（土・日を除く）
◆協力方法：桑名市総合福祉会館へお持ちいただくか、下記へご連絡ください。
◆問い合わせ：桑名ボランティア連絡協議会（川瀬：☎ 090-6570-6580）

◆貸出対象：桑名市内で活動している団体（ただし、使用目的は非営利に限る）
◆貸出方法：予約制（詳しくはホームページの要綱をご覧ください。）
◆問い合わせ：ボランティアセンター　☎ 22-8218

赤い羽根共同募金の配分金
を活用し、購入しました


